








:研究目的: 

 乳幼児の成長は、身長、体重、頭囲、乳歯の萌出時期などによって評価されることが多

い。また、乳幼児健診の場においても、乳歯の萌出時期に関して、母親から、遅すぎるの

では、早すぎるのではなどの質問を受けることが少なくない。 

 今回、母子健康手帳の改訂にあたり、乳歯の萌出時期の記載を検討することになった。

わが国における乳歯萌出時期の調査研究を調べると、北村(1917)、岡本(1938)、藤田(1947)、

今井(1952)などの報告があるが、いずれも戦前あるいは戦後問もない頃のものである。最

近の調査によるものとしては吉田(1986)の報告があるが、この報告では、萌出後のある期

間内にある乳歯を調査してその年齢をもって萌出時期としているため、真の萌出時期より

必ず遅れが生ずるという問題点がある。そこで、昭和 58 年度の沖縄県宮古地方における乳

幼児健診の資料を用いて、乳歯の萌出時期の調査方法について再検討を行った。 


